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②(家族外の)親族， ③ 近隣者， ④ 友人，⑤職場
仲間 (仁司や同僚)の5つに分けた。居住場所は，





























回答者+子供 (夫制) 6.9% 




























村官15に住む回答者に分けて，世4if情成と年齢との関 も f65歳から69歳Jまでの削答者は f70歳から74
速を~剖・することにする。年齢は，① f65î設から 歳jのlu答者よりも多い。地方小者lS"diでは人口の流
69歳j.② f70歳から74歳j.③ f75歳から79歳」 出が続いているが，高齢者の中でも荒い人々の人口
に3分する。世帯構成は，野口(1991)の用いた世帯 流出がとくに多かったから，回答者にそのような偏








表2 年齢と世帯構成との関連 (1ji1~: : %) 若い 165歳から69歳Jの向答者のうち 「夫婦のみj




単身 21.4 27.6 26.4 
部3に，いずれの年齢帯でも.f単身jで暮らす
夫~JIのみ 28.6 34.5 15.1 阿符者のi則合は農村部よりも市街地のほうが高いこ
夫仰とl'iJ冊子 28.6 19.0 17.0 とである。とくに.f65蹴から69蹴」と i70蔵から
本人と同居予 21.4 19.0 41.5 74成Jの年齢;貯では，その差は大きい。
該当する人数{人) 56 58 53 
(農村部の問答者) (2)別居子の居住場所
単身 8.2 15.0 22.0 子供(夫婦)と同居していない回答者の別居子は
夫婦!のみ 47.5 32.3 24.2 どこに府住しているかを見ておきたい。別居子は1
夫婦と削肘チ 29.5 30.7 20.9 人とは限らないが，分析をしやすくするために，最
本人と問肘子 14.8 22.0 33.0 も近くにいる別居子はどこに府住しているかを集計
該当する人数(人) 122 127 91 する。別fa.子の居住場所は，①近隣地域，②高梁
(回答者全体) 市内，③岡山県内，④岡山県外，⑤別府子はいな
中.身 12.4 18.9 23.6 い，の5つにまとめた。子供(夫婦)と同居してい
夫婦のみ 41.6 33.0 20.8 ない回答者について. tせ帯構成と凶答者の居住場所
夫婦と同hSチ 29.2 27.0 19.4 別に別府子の居住場所を集計し，表3に示す。同表
本人と同居子 16.9 21.1 36.1 から，最も近くの別居子が岡山県の内部(つまり，
該当する人数{人) 178 185 144 f近隣地戚j.r高梁市内j.f岡山県内Jのいずれか)
表 3 最も近くにいる別居子の居住場所(l位位:%) 
「単身Jの回答者 「夫婦のみJの阿答者 子供(夫紛)と同居していない回答者
別}話チの居住場所 市街地 Jj色村部 市街地 t討す昔日 市街地 農村部
近隣地域 7.1 8.2 15.9 3.3 10.5 4.5 
~梁市内 19.0 16.3 13.6 24.0 15.8 23.2 
阿山県内 40.5 51.0 40.9 59.5 41.1 55.9 
岡山県外 23.8 14.3 22.7 9.9 22.1 11.3 
子供はいない 9.5 10.2 6.8 3.3 10.5 5.1 
































































別居子の居住場所 入院時の世話 借金 仕話事と上相談の 心相談配事の 慰め
留家守時の物ピ ・サ一
の世話 ス入手 交遊
岡山県の内部 73.6 46.7 1.4 24.5 30.2 11.3 1.8 10.8 
岡山県外 36.6 12.3 。 9.8 17.1 。 2.4 12.2 







別居子の居住場所入院時の 借金 仕事上の心配事の 慰め 留守|時の物・サー 交遊 人数
世話 話と相談相説 家の世話ピス入手
①岡山県の内部 93.9 84.9 14.6 76.9 79.7 75.5 53.3 72.6 212 
②岡山県外 87.8 70.7・ 19.5 82.9 85.4 90.2・ 61.0 68.3 41 




















































子供(夫妻)との同居希望 市街地 農村部 市街地 農村部 市街地 農村部
今でも可能なら同居したい 13.2 31.8 12.2 23.1 12.9 26.2 
自分が健康を害し，家事などが不自由になったとき，同居したい 55.3 56.8 17.1 22.2 34.1 31.0 
夫が健康を害したら、同居したい 。 4.3 。 3.0 
1人になったら，同居したい 12.2 12.8 5.9 8.9 
IA':なって，自分が量産を害したり，家事などが不自由になったと色同居したい 19.5 14.5 12.9 1.3 
同居は全く考えていない お.9 11.4 26.8 17.1 25.9 14.9 
その他 2.6 。 4.9 3.4 3.5 2.4 
答えなし 。 。 7.3 2.6 4.7 2.4 
該当する人数(人) 38 44 41 117 お l伺
(注)子供(夫婦)と同居していない，別居子のいる個答者の集計である。表3の人数と差があるのは，表6では別居子
のいない回答考を除いているからである。
表7 子供(夫婦)と同居していない回答者の将来における居住予定場所 (単位:%) 
「市街地Jの回答者 「農村部Jの回答者 子供(夫婦)と同居していない回答者
居住予定場所 いずれ同居を希望 同居1考えていをい いずれ同居を希望 同居1考えていをい いずれ同居を希望 同居It考えていない
現住所に住むつもり 83.9 100 92.6 100 90.1 I∞ 
できれば転居したい 1.8 。 3.0 。 2.6 。
転}舌予定 3.6 。 。 。 1.0 。
答えなし 10.7 。 4.4 。 6.3 。
骸当する人数(人) 56 22 135 25 191 47 
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